国際コーチング連盟(ICF)認定
Level3 コーチングプログラム
Classical Coaching for the Artistic Coach
アーティスティックなコーチングをまとう
～becoming a coach
第９回「行動×デザイナー」受講レポート　（2026年4月25日）

木村和宏

4期については、半分以上を欠席するという状況でしたが、4期において、3期までとの受講の位置付けの違いを明確人感じました。
１期〜３期においては、どちらかというとコーチングの「やり方」に主眼をおいていたように思います。
例えば、PCCマーカーの７−２、３、４を行おうと思った場合には、
全体的にはThe Whoを扱いつつ、
1 ６−５を実践する
2 ７−１を実践する
3 それに基づいて７−２ or 3 or 4を実践すると言ったようなことです。

あるいは、アクティブリプレイをどうやるかという、見えてきたことを伝えた後にそれに絡んだ質問を繋げる、といったようなコーチングの「やり方」に意識が行っていました。

行動×デザイナーでも、テキストの「行動を高める“科学的な”方法」にあるようなものの視点から行動デザインをクライアントとともに考えてみるといったような「やり方」にフォーカスをおいていました。

しかし、今回の取り組みは違いました。
コーチとして、「行動×デザイナー」をセッションの冒頭から意識してセッションを進める、そこにアンテナを立ててセッションに臨むというコーチとしてのあり方、セットアップについて学びました。

ワークとしては、３０分のセッションを行う中で、残りの11分をPCCマーカー８に関する次の質問を主体として進めるという「やり方」でした。
1 セッションで手に入れたいことはどれくらい手に入りましたか？
2 自分についてわかったことは何ですか？
3 セッションを振り返ってわかったことは何ですか？はっきりしていないことは何ですか？
4 セッションを通じて学んだことをどう活かしたいですか？
5 セッションが終わった後に取り組みたいことは何ですか？
6 何が障害になりますか？
どんな情報があればできますか？
あなたがやりたいことが続きますか？
7 祝福する
8 セッションの終わりをデザインする

このワークを通じて、これを実施した11分の中で、それまでの19分を超えるようなクライアントの気づきが生まれてくるのを目の当たりにしました。それは自分がコーチ役として実施した時だけでなく、自身がクライアント役になった時も、オブザーバー役になった時も同様でした。
残りの11分だけでこれを行うのではなく、「こんにちは」と言った時からPCCマーカー８は始まっている、といったことを以前、恭子さんが言っていたことを思い出しました。
PCCマーカー８の質問について、常に意識をしてセッションに臨むというコーチのあり方、それにアンテナを立てることで、雑談とコーチングの違いを明確に意識して進めることの意味と意義を身体で感じました。

そして、この意識の違いが、4期において最も自分が得た視点と捉えています。
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